
人的資本経営と産業心理学の知見に基づく

「スキル定義」「エンゲージメント向上」
により人的資本経営を実現する
適性検査「CHART-Series」２
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https://control.chart-s.com/signup/


２ エンゲージメント向上・
活躍支援をする
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「ウェルビーイング」という言葉は、心身が健全で幸福な状態を
実現しつつ働くということを指します。近年重視されている概念です。
各人のウェルビーイング支援がエンゲージメント向上の重要な要素です。

3

https://control.chart-s.com/signup/


また、少子高齢化やダイバーシティが進む中、
介護をしながら、治療をしながら、文化的背景が違う中で、
働く上での「周辺問題」がクローズアップされています。
これを把握しつつ、ニーズに対応した働く場の実現が重要です。
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主業務

子供の不登校

結婚や妊娠

腰痛肩こり

体調不良

近隣トラブル

恋人との喧嘩

家族の入院
借金問題

親の過度な介護

相続問題

事件・事故

精神障害

癌などの罹患

慢性疾患

睡眠障害
家族不和

意欲がない
落ち着きがない

勝手な行動

周囲と軋轢
集中力が低下

気分にムラ

休みがち

ミスが多い

L I F E

WORK

https://control.chart-s.com/signup/


働く方のニーズは「キャリアの希望・働き方の希望・個別課題への対応」
の３つの観点から取得できます。これらに対応することで「ウェルビーイ
ング」が実現でき、エンゲージメントの高い、生産性の高い組織にしてい
くことができます。

5

キャリア

個別課題働き方
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個別課題への対応含め、どうしてもマネジメント技術や、人事機能の底上げに
よらないと対応できない部分もあります。
しかし、キャリア上の要望・働き方の要望の一部については、定量的な把握の
上で、採用や配置などに工夫を行うことで十分に対応できる部分があります。

キャリア

個別課題働き方
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定量的にツールで
把握しやすい領域

個別の対応やマネジ
メントによる領域
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キャリアの方向性については、最も総括的な理論として
RIASECモデルというものがあります。６つの方向性で
どんなキャリアをどのように目指しているのかが
把握できます。
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組織志向 運用志向

社会
志向

技術
志向

企画志向 研究志向

技術志向 研究志向 企画志向

社会志向 組織志向 運用志向
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働き方の要望としては、自分にマッチする組織風土の希望・
評価のされ方や成長や報酬についての希望などがあります。
これらは、単に好き嫌いの問題ではなく、その方の仕事観や
周辺問題と深く結びついた志向であり重要です。
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創造志向

コミュニティ型
組織

価値観の共有やコン
センサスを重視し、
チームワークによる
価値創出を尊ぶ組織
風土

コントロール型
組織

決められた手順や手
続きを重視し、効率
的に安定した成果を
出すことを尊ぶ組織
風土

ベンチャー型
組織

個人の自発性や自律
性を重視する、クリ
エイティビティと起
業家精神にあふれた
組織風土

パフォーマンス型
組織

俊敏性とベストプラ
クティスを重視し、
顧客・市場の評価を
最大の価値とする組
織風土

社内志向 マーケット
志向

効率志向

組織風土の種類 働き方の要望マッピング

人的
ロールモデル

VEP
Positioning
業務上の
役割・性質

VER
Reputation
業務的な
評価、認知

EPA
Appearance
他者からの
見え方

VE:Positioning IV:Capability

IVS
Skillset

スキルセット

IVC
Contribution
自身の貢献の

実感

IPM
Mindset

マインド・
スタイル

IPO
Out of work
オフ・ザ・
ワーク

EPI
Influence
他者への
影響

EP:Interpersonal

組織基準の
価値・評価

[Value]

人基準の
価値・評価
[Perception]

外部・他者からの認知
[External]

自己による認知、内的要因
［Internal］
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55.2%

36.9%

35%

32.2%

28.9%

27.9%

25.7%

26.1%

20.6%

18.7%

14.1%

13.2%

12.4%

11.6%

ミドルマネジメント層の負担が過重になっている

職場の一体感が損なわれている

従業員にメンタルヘルス不調者が増えている

中高年層の社員の活躍する場が減っている

職場ぐるみで人材育成するという風土が無くなっている

長時間労働の是正・労働生産性の向上が不十分である

やりがいのある仕事が減っている

キャリア形成や働き方の希望は、マネジメント上の面談や、面接でも把握は
できますが正確な把握には膨大な労力が必要でぶれも大きくなります。
的確なキャリアと働く場の志向把握によりエンゲージメント向上と働き方の
フレキシビリティを向上させられるはずです。
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現在課題であるもの コロナ禍において課題感が高まったもの

組織・人材マネジメントの課題である
「ミドルマネジメント層の過重な負荷」は
コロナ禍で高まった

自社の組織・人材マネジメントの現状としてあてはまるもの、また、コロナ禍において課題感が高まったものはどれですか。
それぞれあてはまるものをすべてお選びください

「人材マネジメント実態調査2021」株式会社リクルートマネジメントソリューションズ
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i-chartというツールでは、キャリア志向・組織風土やキャリア上の
要望の、定量的に把握できるもののほとんど全てが図式的に把握
できます。
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１.キャリアで目指したい方向性を把握
ビジネスと関係性の深い性格的・人格的な特性を元
に、ご本人がどのような仕事にやりがいを感じるの
か、どのようなキャリアを望んでいるのかといった
キャリア志向を把握することができます。

２.現在がどのような時期なのかを把握
自分自身や外部環境に対する変化の意向を元に、現
在をどのような機会だと捉えているか、何に注力し
たい時期なのかといったキャリア上の現在の位置づ
けを把握することができます。

３.どのような組織・環境を好むのかを把握
組織風土、事業の特性や価値観、待遇やワークライ
フバランス、成長の方向性に対する捉え方を元に、
どのような組織・環境を好むのかを把握することが
できます。
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同じ組織の中にも、部署・職種によって風土やキャリア形
成・評価や成長について違いがあるはずで、社内について
把握することで最適な人材配置を検討することもできます。
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部署Ａ 部署Ｂ 部署Ｃ 部署Ｄ
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HRテクノロジーに基づくツールの力を使うことで、
働く方のキャリアや働き方の希望を把握でき、
ウェルビーイングの実現に近づく事例が次々に出始めています。
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ジョブとスキル定義
エンゲージメント向上と活躍支援により

人的資本経営の実現を可能に
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人的資本経営は、適切なツールを採用・育成・配置・評価や人事制度で活
用していくことにより、ジョブとスキルの定義と、エンゲージメント向
上・活躍支援という重大なテーマを実現していくことで実現できます
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CHART SERIES はこちらからご覧ください！
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